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学生時代に知らなかったことを職場で学ぶ。
知識を吸収できる毎日を楽しんでいます。
道路や鉄道、空港、港湾、橋梁、ダムといったインフラを計画、

設計、維持、保全を行うのが吉滿奏希さんの働く建設コンサル

タント業界の仕事です。吉滿さんは現在、中央復建コンサルタ

ンツ株式会社の業務推進本部に籍を置き、営業の補助として近

畿・北陸地区の府県庁などの施主に提出するための書類や資料、

見積書の作成と、それらの受け渡しで施主先まで直接出向くな

どの業務を担当しています。

社会安全学部の1期生として、ゼミで公益事業や交通政策に

ついて学んだことから、公共事業に興味を持ち、今の会社に進

みましたが、当初は土木関係の深い知識はありませんでした。

入社して1年あまり、聞き慣れない言葉を耳にするたびに自ら

調べたり、周囲の方にも質問するなど、日々、勉強しているのだ

とか。そして、専門用語など自分の中に新しい知識が蓄積され

ていくことに喜びを見出しているそうです。所属部署では一番

若く、周囲は年齢もキャリアも上の方ばかり。プレッシャーもあ

りますが、先輩方にアドバイスをもらえる今の環境は同時に非

常に恵まれてもいます。その環境で吉滿さんは、視野を広げ、

行動力を養い、自立した営業になることを目指しているのです。

「就職活動は、自分では気付かない適職があるかもしれない

ので、柔軟な姿勢でさまざまな業界に目を向けてみるのもいい

と思います」と、生き生きと働く吉滿さんは笑顔でアドバイスを

くれました。

手帳、筆記用具、会社から支給されたスマートフォンなど。

営業補助
建設コンサルタント業界／

保険取引に関するさまざまな紛争を分析・考察・検討する。

現代社会での保険取引上のさまざまな紛争を例に、多角的な視点から分析・考察・

検討をするというのが法学部・笹本幸祐教授の専門演習です。保険契約法についてよ

り理解を深めるため、本ゼミで学生が取り上げる裁判例は一年に一つ。選びだした判

例を掘り下げ、細かく検討する方法を学びます。

本ゼミは、本題の研究に入るまでの笹本教授のアプローチが実にユニーク。例えば

「シチューとは何なのかを考える“シチューの定義”」に始まり「元カレ、元カノからのプ

レゼントはどうすべきか」、「大学入学を９月に変更することについての考察」などの

テーマを学生たちに提示します。学生は各課題を突き詰めて考える経験で、論理的に

物事を捉え、柔軟な思考力を伸ばし、客観性を持つデータなどに基づいて他者を説得

するトレーニングをするのだとか。そうした段階的なアプローチを経て、改めて専門的

な保険契約法の裁判例の研究へと移るのです。授業は毎回、いくつかの班に分かれて

の研究報告発表と討論の形式で進行。教授のアドバイスを受け、各班がそれぞれ、次

までに修正を加えて調査・研究を進め、レポートを完成させます。

笹本教授は、学生の将来について、「必ずしも法律のエキスパートになることはな

い」、それよりも「社会人として、問題を発見し、解決できる人物になってほしい」と言い

ます。問題が起こったときに、必要な資料を集め、調査し、正しく伝達する、つまり最善

の策を講じることができる人物。それは会社や組織に依存することなく、どこでもたく

ましく生きていける、本当の意味での自立した人間です。「このゼミで、法律を学び、研

究することから、社会に出るのに必要な力を培ってほしい」。自立した人間の育成、そ

れこそが本ゼミの一番の目的なのです。

法学部

「専門演習１」
笹本幸祐 教授

もともと民法が好きなのですが、商法を選択したときにそ
の関わりを知りたくなりました。法律だけでなくいろいろ
な事例を題材に考え方や伝え方を学べるので、本気で勉
強をしたい人はメリハリを付けて頑張ってほしいですね。

高見知穂さん（４年次生 取材時は3年次生）

保険法は将来必ず必要だし、このゼミは先輩の話や他大
学との合同ゼミなどで知り興味を持ちました。先生は学
生のレベルに合わせて要求内容も変えてこられるので、
油断せず、自立心を持って臨むべきだと思います。

中野雄介さん（４年次生 取材時は3年次生）

通年で、一つの裁判例を深く掘り下げ、検討することから
問題を発見・解決する基礎能力を身に付けます。

ある1日の
スケジュール

成績は問いませんが、人とのコミュ
ニケーションを大切にし、ちゃんと
自己PRのできる人に来てほしい。
ゼミに入るには３条件があって、社
会常識を履歴書で、文書作成能力
を志望理由書で、そして表現力と
独創性は自己PRで判定します。PR
のツールは自由なので、その創意
工夫も楽しみです。

法学部
笹本幸祐 教授
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